
報告），工業開発評議会刊行資料，諸会’

議資料（専門家作業部会，研究会およ

びセミナー）の順に記されている。だ

演大部分は会議資料である。

　　　　　　　　（第3章以下次号）　、

（いしかわ・こうじ：一般参考課国連・官

庁資料室主査）

Eフアと纏例：：”itt

．経済学研究φ脚⑳イド・ブ・ク牽紹介

して下さい。（個人〉

湯田〕’@　　ゴ．：　，　一
　E“依頼の章図がはっきりしませ々ので，簡’

単な解題を付して紹介しておきました。戦後

’刊行されたものを刊年明にあげてあります。

経済学研究の凹く合本〉』一橋大学新聞部属，

　春秋社‘昭28　1179p（330．36一耳587k）

　　昭和10年，昭和15年に続き，昭和24年に

　全面改訂されて刊行されたものの合本。こ

　の種のものの先駆的i存在で，韓前，戦後を’

　通じて，もっとも頻繁匠利用された。内容

　は経済学説史冊，唱経済政策編，西洋経済史

綿四脚断編の伊勝塗る・叙述は
　まず，L理論の要点を概説し，その項目ごと

　に関係文献を例示して解説するという形式

　・をとっている。執筆はや橋大学の教授陣。

　刊行は古くなったが，古典的資料の解説書

　としては，今もなお有用q．各編の巻末につ’

　いている人名索引は詳細で；それぞれの代

，表的な著作へφ手がかり乏なる。一姉妹編に

　　「商学研究の栞」がある。

軽済学ゐ学び方　山田雄三三編．白桃書房

　日召33　1384　P　　　　　　　　・（330・7一：Y227　k）

　　上掲書よりは・・ソデ・6　f・t9’し・対象は

　入門の段階を一応終えた入。内容は第マ部

　経済学派の解説，第二部基本的諸テー々ご

乏の鰍涕三部長老繍学者の研究体験

コからなる。叙述はいたずらに文献名を羅列

することを避け；文献の選び方，読み方を

示すことを心がけている。執筆は主として

一橋大学の教授陣による。第一部め「経済

　学の入門文献」では・，辞典，文献目録等の

　二次文献の紹介の億か，今後の研究過程で

　利用すべき外国の専門雑誌の解説も行なつ

　ている。

体系経済学重要文献案内　永田正臣編

　日召34　352P　　　．　、　一（330．31－N223．k）

　　初学者向き。内容は経済原論編・西洋経済

　史編，・日本経済史編，財政学編，経営学・会

　計二二からなる6”．叙述はもっとも代表的な

層古典的文献にしぼり，そ⑱；文献の内容を概

　説する形式をとっている。

経済学学習はんどぶっく　日本評論新社編刊

　同氏38　358P　　　　　1　　　（331－N684　k　2）　’

　　初学者向き。「経済セミナー」に掲載され

　たものをもとに加筆，編集した・もの。内容は

　第一部経済学はどういう学問か，第二部各

　分野ごとの学習法，’第三部経済学学習プラ

ン，第四羅群基本文献案内からなる・

＄題は狭義の経済学のほか・財政・金融

　社会政策，統計学，一経営学，会計学をカバ

　晶している。’執筆はトップクラ，スの経済学

渚による。

近代経済学研究入門　宮崎義一編　有斐閣

　昭40260　P＼　　　（331．39－M672k2）．

　　「初学者ぺの手引ぎを目的としている」と

　はしがきにあるが，かなり高度なもの。内

　容は第一部近代経済学を学ぶたやに（学説

　史）第二部近代経済学の理論構造（経済政

　策，財政・金融も含めて）第三部最近の経
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済問題（現代資本主義論等）からなる。各

　章は一般的なもの（初学者向き）→各論的

　なもの（専門的）→さらに進んだ問題（特

　殊問題）という順序，さらに各節の中は

　くイS／・’トロダクション〉→〈基本文三三

　題〉→〈さらに進んだ研究めために〉とい

　う構成で叙述さてれいる。執筆者は中堅の、

　経済学者八人だが，上述の原則を鎌啓し

　て，統一のとれたものになっている。巻末

　に文献索引30Pがついている。

マルクス経済学研究入門　杉本俊朗編　有斐

　閣　昭49　275P　　（331・、34－Su732m）

　　編集の意図は，洪水のように書かれてい

　’るマ．7Vクス経沸学に関する書物を整理し

　て，マルグス経済学の輪郭と研究状況をま

　とめてみること灯としている。対象は不門

　終了者。内容は，第一部ではマルクス経済

　学の基本的原理の論点の整理と内外研究動

　向を紹介し，第；部では「資本論」以後の

　マルクス経済学が新たに対象とする「帝国．

　主義」ないし「現代資本主義」を扱ってい

　る。執筆舜中堅ない七は若手の経済学者。

　マル経ではこの種の類書は少ない。’巻末に

　「マルクス経済学研究文献目録」16Pがっ

　いている。

経済学研究入門　鈴木鴻一郎編　東京大学出

版会昭42308P　（330・7rS・83gk）

　　対象は経済学専攻の学生。東大経済学部

　教養過程の基礎六科目（経済学原蓮，近代

　経済学，経済史，統計学，経営学，’会計

　学）の研究村象，研究課題，研究方法を担，

，当の教授が執筆したもの。執筆者1こより必

　ずしも文献紹介に力点はない。、

経済学のすすめ　伊東光晴，、佐藤金三郎　筑

摩書房騨3．2町、・、（3301．7一　1819k）1

　　初めて山群鮮麗鮒象としたNH
　Kの放送一r政治経済学のすすあ」．．ボもとに・．

なっている。「付録1経済学を学ぶために」

で・和・洋20冊余りの優れた著作を対談三層

式でたくみに解説している6

灘入門書の手引
　　　　　　　　　日本経済新聞社編刊

　昭45215P　　　　　．　　（DA1－37）

　　日本経済新聞文化欄に連載した「入門書

　のしるべ⊥から社会科学関係の項目を選び

　”冊にまとめたもの。経済学，経営学の重

　要テ．一マを主体に，その関連領域をかなり

広くが下している．’各項目は・ラムの枠

∠に対応して，見開き二頁にまとめられてい

　る。どちらかというと社会人向き。執筆者

　は各項目ごどに異なっている。

経済学・経営学を学ぶために　関東学院大学

経済学会編　新評論』昭45　312p’

　　　　　　　　　　　　　　（DAI－49）

　　表題のほか，会計および関連科目をカバ

　一している。対象は学生。執筆者は同大学

　教授陣。各主題の論点を解説し，その項目

　ごとに基本書，入門書，専門書等にわけて

　文献を収録している。一

経済学研究のために・神戸大学経済経営学会

　編刊’昭45273P　　　　　（DA　1－63）

　　最近の研究動向に無点があり，「経済学

　研究の栞」を補充する役割を果す。たとえ，

　ば，経済原論の編ではケインズ以後に力点

　があり，また，経済体制論といった項目が

　設けられているし，経済史の編ではNew

　economic　historyに一節がさかれている

　といった具合である。そのほか，金融・財

　政，経済・社会政策，国際経済，各国経済；

　海事経済，統計をカバ・一している。対象

，は，学生だけでな、く，項目によっては社会

　人にも有用。姉妹編に，同様，「経営学・

　会計学・商学研究のたあに」があう。執筆

　は同論所属の学者陣による。

　　　　　　　　　　（以下62頁へつづぐ）
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（雪避からつづく）　　　　　　　　　　経済学ガイドブック　増田四郎三編7東洋経

戦後日本経済研究の成果と展望上・下

　エコノミスト編集部編　毎日新聞社　昭45

2冊　　　tt『てPC55－32）・

る鰹欝隷難論
　．の過程と水準を把握する上で欠かせない。

テーマごとに三図れの分野で醐的な

　役割を果した文献を追う形で論述してい

　る。上が近代経済学編で、　・」下はマルク苓経

　済三編。執筆は中堅学者とエコノミストに

　よる。

　　経済学

現灘幣粟屋懇∵
　　どちらかというと一般人向き。・経営学，

　会計学を学ぼうとする人に，．、それとの関連

　で経済学も一応の知識をという観点から編

　．集されているp第一編経済学の基礎，第二／、

　編経営学の基礎，第三編会計学の基礎から

　なる。』「営営の最後にL賑して文献を紹介し’

　てある。巻末に事項索引がついている。執一

　筆は亜細亜大学の教授陣によるg

　済新報社　昭46768P　・（D2－145）

　　初学者のみならず，研究者にも，さらに

　は図書館のレファレンスブックとして・

　えている。すなわち第一部現代の経済問題

　では物価に始まり，住宅，交通、・運輸，公害，

　エネルギー，社会保障’■医療保障，情報産

　業，流通革命，企業の合併1合同と続き，

　さらには円問題も登場するといった具合で、

　ある6第二部経済理論でも各論に力卓があ

　　る。第三部経済の歴史では，ヨーロッパ，

∴窟；鳥輪西器
　主義等のテーア別にも扱っている。叙述の

　’構成は（1）解説，（2）基本文献解題，（3）参考文

．　献目録≧いう形式をとっている・執筆はr

　橋大学の人達を中心に50入余り。なお，付、

　　録として内外の主要な辞典，雑誌を収録し

　　てV’・る1．巻末ゐ入山索引は詳細で，「経済

㌔　学研究め栞」同様，それぞれの代表的著作

　　への手がかりを与えるものである。
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